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【概要】
今回、我々は、iPad上で使用できる聴覚情報処理障害（Auditory Processing Disorders : 以下、APD）
評価用のアプリを開発し、小学生を対象に標準値を求めた。さらに、APD疑いで紹介があった 2例に対
し、アプリによる評価を行い、聞こえの困難を確認後、最終的には補聴器装用に至ったので報告する。
【方法 1】
・対象 : 実験に協力を得られた小学校児童クラブに在籍する児童 34名（3年生 16名、4年生 7名、5

年生 5名、6年生 5名）
・実施課題 : 両耳分離聴課題（数字・3音節・文章 : 一側回答・両側回答）、雑音下聴取課題（単音節・

3音節・無意味文 : デパートノイズ・マルチトーカーノイズ）、持続音長短判別課題（Duration Pattern
Task）、時間分解能検査課題（Gap Detection Task : 回答方法 2種）、音の高低判別課題（Pitch Pattern
Task）の 5課題、16条件。事前に予備実験を行い、対象学年が 100％達成可能であろうと思われる設定
値を設け、その設定値の確認を行った。
・結果 : 課題ごとの平均正答率を図 1（帯グラフ）に示す。雑音下聴取課題の単音節（項目 7）は正答

率が低くばらつきも大きかったが、他の課題項目では天井効果に近い結果が得られたため、およそ設定し
た値が標準値として利用できることを確認できた。
【方法 2】
・対象 : 耳鼻咽喉科に聞こえに困難があるとして APDの精査を求めてきた小児のうち、担当医から保
護者に本学部への精査紹介があった者のうち、実験の同意を得られた 2名を対象とした。
・実施課題 : 上記、方法 1で用いた設定値にて実施した。
・結果 : 多くの課題項目で 6年生の平均正答率より－2SD以上低い正答率であった（図 1の線グラ

フ）。それぞれに苦手であると思われる聴覚情報処理機能に違いがあり、聞こえに困難があるとしても、
その状態像には個人差があることが推察された。
【まとめ】
本評価用アプリの結果、－2SD以下の項目を示した 2児には極軽度の難聴が観察された。このため、

補聴器の装用を試みた。この結果、生活上の聞こえの困難さは軽減することができた。主訴であった聞こ
えの困難さが APD由来なのか、極軽度の難聴由来なのかの判断にはなお慎重な観察が求められる。
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